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⑥ 市民憲章
●水と緑と土のにおいがいっぱいの

住みよいあびこにします

●心と体をきたえ生き生きと働き
伸びゆくあびこにします

●老人を大切にし子どもの夢を育て
幸せなあびこにします

●ふるさとを愛し文化を高め
豊かなあびこにします

●みんなで話しあいきまりを守り
明るいあびこにします
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
に
、
ふ
ざ
わ
し
い
新
春
を
、

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
地
方
自
治

体
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
寅
務
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
大
な
も

の
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
は
、
市
民
生
活
の
充
実
に
向
け
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

我
孫
子
の
シ
ン
ボ
ル
、
手
賀
沼
の
浄
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
豊

か
な
自
然
を
再
生
し
、
多
様
な
文
化
を
生
み
出
す
『
手
賀
沼
の
ほ

と
り
心
輝
く
ま
ち
』
を
め
ざ
し
ま
す
。

二
十
一
世
紀
は
分
権
の
時
代
。
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
魅
力
あ

ふ
れ
る
我
孫
子
を
築
き
、
活
力
と
安
心
の
あ
る
市
民
生
活
を
実
現

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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一

「
手
賀
沼
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
構
想
」
で
は
、
先
導
的
な
事
業
と

し
て
、
手
賀
沼
周
辺
に
あ
る
２
市
１

町
の
公
園
な
ど
の
拠
点
を
結
ぶ
「
船

の
運
航
」
、
「
手
賀
沼
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
の
開
設
、
手
賀
沼
に
関
連
す
る

全
て
の
場
而
で
公
式
な
マ
ー
ク
と
し

手
賀
沼

?のにぎわいと
鳥が遊ぶ
豊沼公園

１
人
世
紀

○
ム
手
賀

手
賀
沼
を
囲
む
我
孫
子
市
、
柏
市
、
沼
南
町
は
、
「
手
賀
沼
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
構
想
」
を
ま
と
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
沼
を
通
じ
て
「
ゆ
と
り
」
や
「
潤
い
」

を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
共
同
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
「
創
世
紀
手
賀
沼
八
景
」
と
、
「
史
跡
・
名
勝
巡
り
」
の
コ
ー

ス
の
う
ち
我
孫
子
市
内
の
２
つ
の
コ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
湖
畔
の
史
跡
や
名
勝

な
ど
を
散
策
し
な
が
ら
、
手
賀
沼
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

藏爵魔公園で、シンボルと
二ともに、そこからの手賀沼の風

ﾜ心に残る風景のひとつです。冬

ご山も望めますb(我孫子市） て
使
用
す
る
「
手
賀
沼
統
一
マ
ー
ク
」

の
選
定
、
手
賀
沼
の
眺
望
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
の
「
幻
世
紀
手
賀
沼
八
景
」

の
選
定
、
「
史
跡
・
名
勝
巡
り
コ
ー

ス
」
や
、
「
手
賀
沼
周
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
コ
ー
ス
」
の
設
定
な
ど
を
行
う

予
定
で
す
。

’
１

‐

三冬要{I
１
１

今
年
度
は
、
「
幻
世
紀
手
賀
沼
八

塁
と
更
跡
・
名
勝
巡
り
コ
ー
ス
」

の
設
定
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を

進
め
て
い
ま
す
。

「
幻
世
紀
手
奨
淵
八
最
」
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
応
募
い
た
だ
い
た
中

か
ら
、
手
賀
沼
や
周
辺
の
眺
望
の
素

－
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画

I 崎
ら
し
き
や
風
情
が
感
じ
ら
れ
る
場

所
と
し
て
、
我
孫
子
市
３
カ
所
、
柏

市
２
カ
所
、
沼
南
町
３
カ
所
を
選
定

し
ま
し
た
。

更
跡
・
名
勝
巡
り
コ
ー
ス
」
は
、

「
幻
世
紀
手
賀
沼
八
最
」
と
手
賀
沼

周
辺
に
あ
る
史
跡
や
名
勝
の
主
な
ポ

イ
ン
ト
を
結
ぶ
散
策
路
と
し
て
６
つ

の
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
二
仮
称
）
Ｔ

Ｅ
Ｇ
Ａ
マ
ッ
プ
」
と
し
て
、
今
年
腫

中
に
完
成
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
「
船
の
運
航
」
は
昨
年
、

多
く
の
住
民
の
方
に
体
験
乗
船
し
て

い
た
だ
き
、
貴
亜
な
ご
意
見
を
い
た

｜’

賀沼の原風景を感じさせる
下広場

i林を背景

るアシ原と

瞳ぶ水鳥の

洞景を感

爽近くに

1'説｢矢島

る滝前不動

我孫子市）

だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
運
航
の
実

現
に
向
け
て
、
ざ
ら
に
具
体
的
な
検

討
を
進
め
ま
す
。

「
手
焚
沼
統
一
マ
ー
ク
」
に
つ
い

て
は
、
昨
年
９
月
巧
日
の
締
め
切
り

ま
で
に
九
点
の
応
募
が
あ
り
、
現
在

作
品
の
選
考
と
リ
メ
ー
ク
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
手
賀
沼

統
一
マ
ー
ク
は
、
広
報
３
月
１
日
号

で
発
表
し
ま
す
。

そ
の
他
の
事
業
も
ま
と
ま
り
次
第
、

広
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
企
伽
調
整
担
当
・
内

線
２
１
１

Ｌ
ｌ
ｌ
■
１
１
日 理

り
コ
ー
ス
」
ｌ
‐
１
１I＝茎一一＝一一

湖
畔
遂
Ｗ
辿
る

－
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朝焼けとさざ波の
模様がすばらしい

大津川河口付近

(ヒドリ橋）

同
一一国蝋＝=_一息_」 一手寶商蔀厄

なるポプラ並木，

景は、多くの人（

の好天時には富

ｰ一声一車■b全？昼写_．．‐岳p
ー ■竜蓉

l一

大津川河口のアシ原とその前方に広がる手賀

沼の風景は、手賀沼に流れこむ河口の中でも特

に広がりを感じさせてくれる場所です。（柏市）

画一且.~~~ー；
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両

沼
の
中
央
か
ら
沼
の
東
西
を
見
下
ろ
す
こ
と

が
で
き
る
唯
一
の
場
所
で
す
。
そ
こ
か
ら
眺
め

る
沼
の
広
が
り
は
素
晴
ら
し
く
、
四
季
や
時
間

の
変
化
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
が
楽
し
め

ま
す
。
（
我
孫
子
市
）

同
』

手
賀
沼
全
体
を

見
渡
せ
る

手
賀
大
橋
か
ら

親
水
広
場
付
近

－－－手賀大橋の東側、沼南町にあるハスの群生地で、

毎年7月の半ばから8月下旬まで大輪のピンクの花を

咲かせます。ハスの花越しに見る手賀沼は、格別で

す。（沼南町）

｜

塵
廷…

さざ波と中州に遊ぶ
水鳥が詩情を誘う
そめいいりおとし

染井入落河口付近

一司

71

題
河口付近には、手賀沼では珍しい中

州があり、沼の水量によって形が変化

します。そこでは、水鳥が遊び、静か

に打ち寄せる波は、しばし時を忘れさ

せてくれる風景です。（沼南町）

ロ
一

一一

春
の
芝
桜
と
里
山
の
緑
、

手
賀
沼
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

美
し
い
柏
ふ
る
さ
と
公
園

回菫
沼南町の斜

に、手前に広i

手賀沼、そこて

姿は手賀沼の

じさせてくれ吾

は、志賀直哉0

糊う重｣に出て〈
尊があります6

、

冬
に
手
賀
沼
越
し
に
富

士
山
を
望
む
絶
好
の
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
ま
た
、
ア
シ

原
に
縁
取
ら
れ
た
沼
辺
が

織
り
な
す
風
景
は
、
西
側

と
は
違
う
東
側
の
代
表
的

な
風
景
で
す
。
（
沼
南
町
）

手
賀
沼
越
し
に

富
士
山
を
望
む

あ
幟
ぼ
の
橋
付
近

ふ
る
さ
と
公
園
内
に

あ
る
大
堀
川
の
河
口
か

ら
眺
め
る
手
賀
沼
は
、

両
側
を
我
孫
子
市
と
沼

南
町
の
斜
面
林
に
囲
ま

れ
、
正
面
に
手
賀
大
橋

が
望
め
る
沼
の
西
側
の

代
表
的
な
風
景
で
す
。

４
月
に
は
、
対
岸
の
北

柏
ふ
る
さ
と
公
園
内
の

芝
桜
が
見
事
で
す
。
（
柏

市
）

－‘」－～ ー

一
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我
孫
子
駅
の
南
口
か
ら
公
園

坂
通
り
を
進
み
、
肢
初
の
交
差
点
の

角
に
あ
る
の
が
「
八
坂
神
社
」
。
坂

を
下
り
き
っ
た
突
き
当
た
り
の
Ｔ
字

路
を
右
折
。
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
ラ
イ

ン
を
道
な
り
に
歩
き
、
「
手
賀
沼
公

園
」
の
駐
車
場
の
先
で
小
道
を
右
へ
。

し
ば
ら
く
歩
き
、
登
り
道
を
右
手
へ

行
く
と
左
に
「
根
戸
古
墳
公
園
」
。

周
辺
の
「
船
戸
の
森
」
や
「
旧
武
者

小
路
実
鰭
邸
」
を
ま
わ
り
、
も
と
の

小
道
を
進
ん
で
突
き
当
た
り
を
左
へ
。

ｒ
ｒ
も
う
Ｉ
》

そ
の
先
の
丘
の
上
が
「
根
戸
城
祉
」
。

広
い
道
を
沼
に
向
か
い
、
手
賀
沼
ふ

れ
あ
い
ラ
イ
ン
を
左
折
し
て
歩
道
を

散
策
。
「
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
盤

を
過
ぎ
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
脇
の

道
へ
。
左
方
向
に
「
楚
人
冠
公
園
」
。

右
方
向
に
進
む
と
、
「
志
賀
直
哉
邸

史
-ス．

楚
人
冠
公
園
内
の
碑

跡
」
「
旧
村
川
剛
性
「
子
の
神
大
黒

天
」
。
県
道
船
橘
我
孫
子
線
を
手
賀

大
橋
へ
進
み
、
手
賀
沼
遊
歩
道
を

「
手
賀
沼
公
園
」
へ
。
公
園
坂
通
り

の
坂
道
を
登
り
、
終
点
我
孫
子
駅
に

到
潜
○
騒
割

帝
役
画
バ
ス
停
か
ら
手
賀
大

橋
手
前
の
交
差
点
を
渡
り
、
手
賀
溜

遊
歩
道
を
「
水
の
館
」
方
面
へ
。
手

賀
沼
ふ
れ
あ
い
ラ
イ
ン
を
渡
る
と

「
鳥
の
博
物
館
」
。
湖
北
台
方
面
に
進

む
と
左
手
に
大
イ
チ
ョ
ウ
が
あ
り
、

階
段
を
登
る
と
「
香
取
神
社
」
。
そ

の
先
左
手
に
「
水
神
山
古
埴
」
、
右

手
に
は
「
水
生
植
物
園
」
。
住
宅
地

を
過
ぎ
た
所
で
左
折
し
、
突
き
当
た

り
を
右
へ
進
む
と
左
手
に
「
滝
前
不

動
尊
」
。
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
ラ
イ
ン

を
横
切
り
「
五
本
松
公
園
」
の
森
の

す
そ裾

を
歩
き
、
正
面
に
湖
北
台
団
地
が

見
え
た
ら
右
折
。
野
球
場
を
左
手
に

眺
め
な
が
ら
歩
く
と
、
「
手
賀
沼
フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
に
到
希
。

「
あ
け
ぼ
の
橋
」
を
渡
り
、
土
手
を

右
へ
。
水
田
の
中
を
左
に
曲
が
っ
て

手
賀
沼

復
活鳥の博物館

へ
の

プ
」
を
過
ぎ
「
滝
下

広
場
」
へ
・
東
我
孫

子
駅
・
天
王
台
駅

へ
は
右
折
。
「
市

役
逝
バ
ス
停
へ

は
遊
歩
道
を
ま
つ

す
ぐ
に
。

ま
っ
す
ぐ
進
む
と
終
点
の
「
手
賀
の

丘
公
園
」
。
出
発
点
に
戻
る
に
は
、
野

球
場
付
近
で
遊
歩
道
へ
。
湖
畔
の
風

景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
「
ビ
オ
ト
ー

■ 叩

■「我孫子駅｣←24

「手賀沼公園｣←15劣
分→｢船戸の森｣←｝

邸｣←15分→｢根勵
ド・リーチ碑｣←5‘

’分→｢志賀直哉邸跡」
←40分→｢手賀沼公

（合計2時間43分）
※所要時間はおおよ

志賀直哉邸跡
■「市役所｣バス停←7分→｢鳥の博物館｣←5分→

｢香取神社｣←3分→｢水生植物園｣←24分→｢滝前不

動尊｣←27分→｢手賀沼フィッシングセンター」

■「手賀沼フィッシングセンター｣←25分→｢手賀の丘

公園｣バス停（合計1時間31分）

■「手賀沼フィッシングセンター｣←40分→｢滝下広場」

←20分→「市役所｣バス停（合計2時間6分）

琴『滝下広場｣から東我孫子駅へは12分、天王台駅へ

は15分※所要時間は、おおよその目安です

ハ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
碑

水
生
植
物
園

”牙一匁壷轟……－－嘩一
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一

相
江
利
用
に
よ
り
、
我
孫
子
市
民

の
利
用
料
金
は
、
取
手
市
民
と
同
額

と
な
り
ま
す
。
（
従
来
は
５
割
増
）

利
用
す
る
際
は
、
市
民
利
用
カ
ー

ド
の
提
示
が
必
要
で
す
。
カ
ー
ド
の

発
行
は
、
１
月
隔
日
か
ら
我
孫
子
市

民
体
育
館
で
受
け
付
け
ま
す
。
（
市

内
小
中
学
生
の
希
望
者
は
各
学
校
で

取
り
ま
と
め
て
発
行
）

市
民
利
用
カ
ー
ド
の
申
請
に
必
要
な

２
月
１
日
か
ら

２
月
１
日
か
ら
、
取
手
市
と
の
公
共
施
設
の
相
互
利
用
を
始
め

ま
す
。
相
互
利
用
に
よ
り
、
我
孫
子
市
民
が
利
用
で
き
る
取
手
市

の
施
設
は
、
取
手
市
総
合
体
育
館
グ
リ
Ｉ
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
、
取
手
市
民
と
同
じ
料
金
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

邸璽
も
の
身
分
証
明
識
（
免
許
証
、
健

熊
保
険
証
、
学
生
証
な
ど
）

※
相
互
利
用
の
開
始
に
あ
わ
せ
て
、

従
来
我
孫
子
市
民
体
育
館
の
利
用
料

金
を
市
内
在
住
・
在
勤
者
以
外
５
割

蛎
し
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を

変
更
し
、
市
内
在
学
者
も
市
民
と
同

額
と
し
ま
す
。
取
手
市
の
施
設
の
利

用
料
も
我
孫
子
市
内
在
学
者
を
含
め
、

取
手
市
民
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

▼グリーンスポーツセンター行きバス時刻表 グリーンスポーツセンター案内図

|捗変割取手駅西口
1番乗り場発

●8:45

り-ﾝスポーツ

センター着 捗変菫’取手駅西口着 ●医

錘
一
鉦
一
岼
一
慨
一
》
｜
》
｜
峠
一
泳
一
罹
砕

10:05
－

11:00

10;23

11局18

12:08

13:03

13:53

14:48

15:43

17;18

17:381

ン
9:40

スポーツ
センター利

根
川

10:30

11:25

12:20

13:10

11:50

乗馬ｸﾗブb 常
総
ふ
れ
あ
い
道
路

12:45

13:35

14:30

15:25

．17:00

●17520

な
お
、
取
手
市
民
が
我
孫
子
市
民

と
同
額
で
利
用
可
能
と
な
る
施
設
は
、

我
孫
子
市
民
体
育
館
と
つ
つ
じ
荘
で

す
。問

い
合
わ
せ
相
互
利
用
に
つ
い
て

．
：
企
画
調
整
筆
企
画
訓
確
担
当
・
内

線
２
１
１
、
市
民
利
用
カ
ー
ド
に
つ

い
て
…
教
育
委
員
会
体
育
課
貧
師
）

７
５
５
５

〆 － 、所
在
地
取
手
市
野
々
井
１
２
９
９

（
左
図
参
照
）

休
館
日
毎
週
月
腿
日
（
月
曜
日
が

江戸川学園
取手中・・
高等学校

ク
リ
ｉ
ン
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
施
設
概
要

14:00

1Si0Q｣

．，6:101 国道6号
畑■■■■

１
１

I

Ⅲ

’
｜

’F酒羅、
ロ◎学校登校日に運行●学校休業日に運行

料金…大人280円、子ども140円 ’

砿
郷
伎
の
衣
装
や
化
粧
、
仕
掛
け

等
を
歌
郷
伎
役
昔
が
や
さ
し
く
解
説
・

日
時
。
場
所
２
月
加
川
（
土
）
午
後

５
時
、
森
の
ホ
ー
ル
幻

料
金
３
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下

１
５
０
０
巴
、
全
席
指
定

諏
舞
伎
つ
オ
ー
ラ
今
「
な
舎
奎
は
と
》
だ
琴
」

な
ん
と
り
ょ
う
べ
ん
す
ぎ

南
都
二
月
堂
良
弁
杉
の
由
来

祝
日
の
場
合
は
火
・
水
峨
日
休
館
）
、
料
金
（
個
人
の
場
合
）

祝
日
の
翌
日
、
哩
月
墾
日
か
ら
１
月
＊
温
水
プ
ー
ル
（
１
回
）
一
般
３

４
日
、
施
設
の
点
検
日
（
年
に
２
９
０
０
円
、
小
中
学
生
１
０
０
円

利
用
時
間
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
＊
体
育
館
、
柔
・
剣
道
場
、
弓
道
場

時
（
各
施
設
へ
の
入
場
・
受
付
は
午
牟
前
・
午
後
・
夜
間
ご
と
じ
一

後
８
時
ま
で
）
般
３
０
０
円
、
小
中
学
生
１
０
０
円

利
用
申
し
込
み
個
人
の
場
合
不
要
＊
ト
レ
ー
ー
ラ
グ
室
Ｔ
旦
３

（
直
接
体
育
館
へ
）
、
団
体
の
場
合
０
０
円

は
使
用
日
の
２
カ
月
前
か
ら
予
約
＊
健
康
相
談
室
Ｔ
回
１
０
０

（
使
用
す
る
前
に
登
録
が
必
要
）
０
円

主
な
施
設
内
容
利
用
上
の
注
意

◎
室
内
プ
ー
ル
（
温
水
）
刃
、
８
＊
屋
内
プ
ー
ル
を
利
用
き
れ
る
方
は
、

コ
ー
ス
（
財
団
法
人
日
本
水
泳
連
盟
必
ず
水
泳
帽
子
を
ご
着
用
く
だ
さ
い

公
認
）
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
用
．
＊
体
育
館
は
土
足
禁
止
で
す
。
屋
内

－
ス
あ
り

用
シ
ュ
ー
ズ
を
お
持
ち
く
だ
き
い

◎
遊
水
プ
ー
ル
（
夏
期
の
み
）
＊
ト
レ
ー
ー
ラ
グ
室
は
、
ト
レ
ー
ニ

◎
体
育
館
〈
第
１
・
第
２
）
バ
ス
ン
グ
ウ
エ
ア
を
着
用
し
て
ご
利
用
く

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
３
面
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
だ
き
い
（
ジ
ー
パ
ン
、
ス
カ
ー
ト
不

ル
ー
面
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
４
面
、
（
可
）
。
ま
た
、
中
学
生
以
下
の
方
は
、

ド
ミ
ン
ト
ン
川
伽
、
卓
球
台
お
台
、
ト
レ
ー
ー
ラ
グ
室
に
は
入
れ
ま
せ
ん

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
４
繭

連
絡
先
取
手
市
総
合
体
育
館
グ
リ

◎
武
道
室
柔
道
、
剣
道
各
１
面
－
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
垂
０
２
９

．
弓
道
場
和
弓
（
７
人
立
）
７
（
西
９
０
９
０

，
○
，
○
○
○
．
ｅ
ｏ
ｃ
ｏ
ｏ
Ｄ
ｏ
■
○
ｇ
ｏ
ｏ
。
。
、
、
＠
回
。
。
、
●
。
●
回
○
○
回
Ｑ
⑨
●
●
●
牢
。
○
●
。
。
。
。
。
。
■
●
●

を
開
始

薑

問
い
合
わ
せ
森
の
ホ
ー
ル
コ
チ
ケ

ッ
ト
セ
ン
タ
ー
念
０
４
７
（
３
８
４
）

３
３
３
１
（
有
料
・
予
約
制
の
託
児

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
）

学
習
資
料
展
「
教
科
書
の

な
か
の
道
具
と
く
ら
し
」

期
間
１
月
価
Ｈ
（
火
）
か
ら
３
川
訓

Ⅲ
（
七
）
ま
で

開
館
時
間
午
前
９
時
沁
分
か
ら
午

後
５
時
（
入
館
は
４
時
和
分
ま
で
）

場
所
松
庖
市
立
博
物
館
〈
森
の
ホ

ー
ル
コ
向
か
ど

観
覧
料
雌
料
一
常
投
脹
：
乏
般
３

０
０
円
、
高
校
・
大
学
雄
１
５
０
円

小
・
中
学
姥
１
０
０
円
）

※
休
館
日
等
、
詳
し
く
は
同
博
物
館

念
０
４
７
（
３
８
４
）
８
１
８
１
へ

◎
ト
レ
ー
ー
ラ
グ
室
体
力
測
定
器

具
、
ウ
エ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具

◎
健
康
相
談
室
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ

ッ
ク
器
具

'I月の各種健診と健康教室
保健センターTEL(87)1131

日鯏日に病気｡歯痛になったら

休日診療所へ
俳句

竹 内 旦 選

短歌

項目’期日｜対象

山本寛太選母親学級
(3日目は両親学級）
＊電話で予約

妊娠20週～27週
の方（3日目は
両親）

12日､19日､26日▼休日診療所案内図

来
る
年
は
常
に
は
あ
ら
ぬ
新
世
紀
初
日
拝
ま
む
犬
吠
埼
に

ど
う
う

あ
ら
た
ま
の
謹
摩
た
く
畳
に
坐
し
を
れ
ぱ
打
ち
ふ
る
太
鼓
の
堂
宇
に
響
か
ふ

喜
寿
す
ぎ
て
母
の
楽
し
み
畑
仕
事
丹
精
こ
む
る
冬
菜
い
き
い
き

つ
傘
李

草
の
名
を
ア
カ
ザ
と
云
ひ
し
杖
軽
く
作
り
し
夫
の
ぬ
く
も
り
残
る

文
学
の
広
場
に
立
て
る
茂
吉
の
碑
お
と
な
ふ
人
な
く
雨
に
煙
り
ぬ

コ
ン
サ
ー
ト
終
り
て
帰
る
夕
暮
に
中
天
商
く
富
士
の
浮
び
ぬ

き
に
わ

冬
の
雨
降
り
て
狭
庭
の
梅
も
ど
き
く
れ
な
ゐ
の
実
に
水
滴
ひ
か
る

の
こ

吾
に
し
も
六
十
二
歳
の
命
適
し
母
逝
き
た
ま
ふ
米
寿
の
秋
に

と
人
隅
壷
ょ
、
り
こ
、
７
ら
が
１

大
銀
杏
繼
帳
の
ご
と
茜
落
す
青
山
陽
子

見
知
ら
ね
ど
乞
わ
れ
し
握
手
冬
の
旅
海
老
原
百
合
子

ひ
る
げ

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
昼
餉
き
の
こ
飯
高
田
忍

赤
き
布
つ
け
し
ト
レ
ー
ラ
ー
年
詰
る
松
浦
忠
彦

》
く
げ
つ
畷
こ
ら

極
月
の
祠
に
青
き
榊
立
つ
平
塚
利
雄

た
も

祝
米
寿
の
金
盃
賜
ふ
秋
商
し

有
馬
尚
二

寡
黙
な
る
庭
師
の
一
服
冬
め
き
ぬ
須
藤
美
恵
子

好
も
し
き
日
の
多
か
れ
と
日
記
買
ふ
田
中
栄
太
郎

4カ月児相談’9日､16日､23日|平成12年8月生まれ

文
芸
だ
よ
り

乳幼児の育児につ
いて相談のある方

17日育児相談

12年10月17日以前に
1回目投与の方
12年7月生まれ(1回目）

9日

23日

小児マヒ生ワクチン

(ポリオ)投与

1歳6カ月児健康診査

2歳8カ月児鯏鶴

3歳児健康診査

11日､18日

25日

11日､18日

11年6月生まれ

10年5月生まれ

9年6月生まれ
受付時間…午前9時から11時30分

午後1時から4時30分
※歯科は午前中のみ

※お正月の診療…1月1日から3日
持参健康保険証と診療費
電話番号(87)7020(診療時間内のみ）

離乳食教室
＊電話で予約

乳児のいる母親
（先着20人）

25日

肩こり･腰痛教室'15日､22日､29日

栄養相談
＊電話で予約

指導を受けたい方随時

1月の二次救急病院(休日･夜間当番病院）
一 15日｜精神障害者のいる家族

5日、12日｜ｱﾙｺー ﾙ禰鯛肱ﾎﾊ雛

’ 文
芸
だ
よ
り
は
、
今
号
か
ら
の
紙

面
変
更
に
よ
り
、
１
日
号
４
面
か
ら

応
日
号
最
終
面
掲
救
に
変
わ
り
ま
す
。

締
め
切
り
も
、
毎
月
加
円
（
必
着
）

に
な
り
ま
す
。

応
募
は
、
ひ
と
月
に
つ
き
、
短
歌
・

俳
句
各
一
人
一
作
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
変
更
に
と
も
な
い
、

次
回
は
１
月
四
日
釜
・
必
着
）
締

め
切
り
、
２
月
嘔
日
号
に
掲
載
と

な
り
ま
す
。

応
募
先
〒
２
７
０
１
１
１
９
２
我

孫
子
１
８
５
８
市
役
所
広
報
室

※該当者で通知が届かない方はご連絡ください

柏保健所TEL(67)1255

|’
川
上
進
也

束
海
林
濤
和

下
田
繁
樹

篠
田
ま
さ

須
田
博

長
南
光
子

有
馬
尚
二

小
島
順
也

－

－

日

1日､21日

2日、7日

3日､8日､28日

14日

病院名

我孫子東邦病院

我孫子聖仁会病院

ｱｺﾀﾄ科整形外科病院

我孫子つくし野病院

電話

82－8166

88－3111

84-7321

84-2211

未熟児等発達相談
*電話で諭馳雛蕊）

療育相談

ｱﾙｺー ﾙ聯ごと桶

心の健康相談

25日

25日

15日

12日､19日、

26日

発達の遅れが心配な
1歳までのお子さん

整形外科的に心配のあ
る18歳未満のお子さん

アルコール問題を
抱えた本人､家族

精神病､精神神経
症で悩んでいる方

夜間に急病のときは

3上態TEL(87)1141
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主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
の
限

度
額
が
変
更
き
れ
ま
し
た
（
老
人
保

健
対
象
者
を
除
く
）
：
．
所
得
の
高
い

方
や
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
方

は
、
所
得
や
医
療
饗
に
応
じ
た
自
己

負
担
と
な
り
ま
し
た
。
（
表
１
）

。

▼表1国民健康保険の高額療養薑自己負担限度額（月額）

平成12年12月31日まで平成13年1月1日から
国
震
纒
犠
線
艤
・
老
入
曝
縫

１
月
１
日
か
ら
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

国
民
の
医
療
費
は
、
急
速
な
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
進
歩
等
に
よ
る
医
療
費
の
高
額
化
に
よ
り
、

年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
や
職
場
の
健
康
保
険
の
財
政
は
へ
非
常
に
苦
し
く
な
っ
て
お
り
、
医
療
制
度
の
早
急
な

改
革
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
見
直
さ
れ
、
１
月
１
日

か
ら
全
国
一
斉
に
、
加
入
者
の
世
帯
の
所
得
や
、
か
か
っ
た
医
療
費
に
応
じ
た
自
己
負
担
に
な
る

よ
う
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
必
要
な
と
き
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
医
療
保
険
制
度
を
守
る

た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

鷺35,40市・県民
0円（変更なし）

鶏驫蕊$5"0円
ー 非課税世帯

医療費が318,000円を超えた場合聿

冒63,600円＋その超えた分の1%を加算（医療費-318,000円）×1%

医療費が609,000円を超えた場合

者121,800円十擢篭些細縮喋×,％

上位所得者

正
以ﾀﾄの

隙襄繍篝63,600R 上位所得者

※上位所得者とは、市・県民税算定の基礎となる総所得金額が700万円程度以上の方です
一一一一一一一一一q■■■F一一一一一一一一一一一一一■ﾛ■■■一一一一一一一一一一

く4回目以降の自己負担限度額〉
平成12年12月31日まで平成13年1月1日から

２
高
齢
者
（
老
人
保
健
対
象
者
）

の
自
己
負
担
額
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

．
・
・
今
ま
で
は
、
１
日
に
５
３
０
円

（
入
院
は
１
２
０
０
円
）
と
医
療
識

に
関
係
な
く
定
額
で
し
た
が
、
高
齢

者
の
医
療
費
に
関
す
る
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
か
か
っ
た
医

黙蕊24,600円,/-
市・県民税
非課税世帯

上位所得者
以外の方

24,600円
(変更なし）

37,200円
(変更なし）

過去12カ月以内に、同じ

世帯で4回以上高額療養費

の支給を受けたとき、4回

目以降は右記の金額を超え

た分が支給されます 正墓燕喜‘7,200円 上位所得者70,800円

療
我
に
応
じ
て
、
原
則
と
し
て
１
割

の
自
己
負
担
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
高
齢
者
に
と
っ
て
負
担

に
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
医
療
機

関
ご
と
に
月
の
上
限
額
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
（
表
２
）

３
市
・
県
民
税
課
税
世
帯
の
加
入

者
が
入
院
し
た
時
の
食
事
代
の
自
己

負
担
額
が
、
１
日
あ
た
り
７
６
０
円

か
ら
７
８
０
円
に
変
更
き
れ
ま
し
た
。

▼表2高齢者（老人保健の対象者）の自己負担額

－部自己負担外
来
の
と
き１

１
’

1日530円

4回まで）(月

｜
､

※
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
方
の

自
己
負
担
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

〃
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
”
が
必

要
で
す
。
国
保
年
金
課
ま
た
は
介
護

支
援
課
に
申
請
し
て
く
だ
き
い

４
国
保
加
入
者
も
、
海
外
渡
航
中

に
受
け
た
治
療
識
の
一
部
が
、
あ
と

か
ら
払
い
戻
き
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

５
国
保
加
入
者
が
、
長
期
入
院
の

た
め
病
院
に
住
所
を
移
し
た
場
合
で

も
、
移
す
前
の
市
区
町
村
の
被
保
険

者
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

◎
国
民
健
康
保
険
。
：
国
保
年
金
課
給

付
係
・
内
線
３
２
５

．
老
人
保
健
・
・
介
談
支
援
課
医
療
介

謹
係
・
内
線
４
１
４

’
今
回
の
市
史
講
猿
会
は
、
”
世

紀
初
頭
に
お
け
る
我
孫
子
市
内
の

市史講演会

我孫子の小学校

一｢学糠沿革誌｣が問いがける世界一
同じ世帯で、同じ月内に複数の高齢者が入院したときなど、入院
の一部負担金を30.000円（市'県民税非課税世帯は21,000円）
以上支払ったことが2回以上ある場合、それらを合算して
S7．200円(同24．600円)を超えた額が払い戻されます

老人高額医療費支

給制度(新規制度）

小
学
校
生
活
の
、
ざ
ま
ざ
ま
な
姿

に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。

我
孫
子
第
一
小
学
校
、
同
第
二

小
学
校
、
湖
北
小
学
校
、
布
佐
小

学
校
に
所
蔵
さ
れ
る
「
学
校
沿
革

誌
」
か
ら
、
教
育
勅
語
や
御
真
影
、

紀
元
節
・
天
長
節
・
新
年
の
三
大

祝
賀
式
に
代
表
さ
れ
る
学
校
儀
式

や
、
運
動
会
・
学
芸
会
・
遠
足
な

ど
の
学
校
行
事
に
関
す
る
記
述
を

と
り
あ
げ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
き
い
。

日
時
１
月
Ｂ
日
（
土
）
午
後
２
時

か
ら
４
時

場
所
市
民
会
館

ｒ
』
ぬ
，
妙
つ
り

講
師
伊
藤
純
郎
さ
ん
（
筑
波
大

学
助
教
授
）

定
員
先
着
１
２
０
人

参
加
費
無
料

問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
市

史
編
ざ
ん
室
套
芭
１
１
５
１

参月の編謹等

場所’内容 日時 問い合わせ

|秘ゞ課’
9(火)､16(火)､18(木)､23(火)、 市民相談室

（本庁2階）
秘書課法律相談(予約制）

30(火)9:30～15:30

※予約は、1月4日(木)8:30から電話で秘書課へ。

１
１

19(金)10:00～15:00 本庁1階面談室 収税課税務相談(予約制） 第
一

一篝塗乗
な
姿

＝
一

大※予約は、1月15日(月)8:30から電話で収税課へ。

25(木)10:00～15:00 生活支援課人権 相 談 西別館2階面談室

手
賀
沼
は
水
鳥
の
宝
庫
で
す
。

今
回
の
ネ
イ
チ
ヤ
ー
イ
ン
は
、
市

の
環
境
レ
ン
ジ
ヤ
ー
と
我
孫
子
野
鳥

を
守
る
会
が
、
手
賀
沼
周
辺
の
自
然

と
冬
の
鳥
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
す
。沼

の
周
辺
で
は
、
年
間
を
通
じ
て

'25(木)10:00~12:00行政 相 談 市民相談室 秘書課
手
賀
沼
の
冬
鳥
ネ
イ
チ
ヤ
日
イ
ン

不動産相談 市民相談室12(金)10:00～15:00

冬
の
自
然
と
親
し
も
う

建築指導課
住宅相談 12(金)10:00～15:00 市 民ホール

交通事故相談 9(火)10:00～15:00 交通整備課 交通整備課

10(水)13:30～15:30心の相談(予約制） 福祉総合相談室 福祉総合相談室

5(金)10:00～11:15 つつじ荘 つつじ荘
健康相談

12(金)10:00～11:15 西部福祉センター 西部福祉ｾンター

碓南公園内うんどう遊園
（雨天の場合中止）

10(水)10:00～11:00
”
種
以
上
の
烏
が
観
察
さ
れ
、
そ
の

蝿
か
ざ
に
灘
か
ざ
れ
ま
す
。

冬
の
鳥
を
と
お
し
て
、
自
然
と
親

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
暖
か
い
服
装

で
ご
参
加
く
だ
き
い
。

日
時
・
場
所
１
月
畔
旦
且
午
前

９
時
、
市
役
所
本
庁
正
面
玄
関
前
集

合
（
雨
天
中
止
）

持
参
双
眼
鏡
（
あ
る
方
）
、
繁
記

用
具

参
加
費
無
料

申
し
込
み
直
接
集
合
場
所
へ

問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
課
・
内
線

４
６
２

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
午
前
８
時

か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
垂
（
露
）
５

０
０
０
コ
ー
ド
番
号
８
５
０
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

値庸づくりうんう教室 保健センター
天王台剛園内うんう鯛
（雨天の場合翌週へ）19(金)10:00～11:00

健康。生きがい
づくり相談(予約制）

ふれあい福祉ｾﾝﾀー
(繼剛協議向かい）

9.23(火)10:30～16:00

祉
会

舗
議

社
協

Mあい福祉ｾンター15.29（月）9:00～15:00
心配ごと相談

布佐市民ｾﾝﾀー ﾎ館22（月）9:00～15:00
｜ ’

結婚相談 社会福祉協議会21(日)10:00~14:00

平成12年12月3旧まで平成13年1月1日から

入
院
の
と
き

一部自己負担

1日1,200円
①市。県民

税非課税世帯

に属する方…

1カ月35,400円
②①で老齢

福祉年金を受
給している方

…1日500円

自己 負担

1日250円’
訪
問
看
護
を

受
け
た
と
き

医療薑の1割を負担。ただし､同じ医療機関での1カ月の負担額が
下記の金額に達したときは、その後の自己負担はありません。

①市。県民税課税②市。県民税非課
世帯に属する方税世帯に属する方

③市・県民税非課
税世帯に属し、老
齢福祉年金を受給

している方

S了，200円24．GOO円15，000円

※特定疾病に認定されている方の負担額はこれまでと変わりません

※②．③の方は「入院時一部負担金限度額適用認定証」が必要です
ので介護支援課に申請してください

老人保健の訪問看護に要する薑用の1割を負担
ただし、同じ訪問看護ステーションでの1カ月の負担額は
Soo00円まで

※疋頷制c御収することを都道府県知事に届け出た訪問看護

ステーションを利用する方は1日GOO円（月5回まで）

’

医療費の1割を負担。ただし､同じ医療機関での1カ月の負担額が
下記の金額に達したときは、その後の自己負担はありません。

院ﾀﾄ処方せんを交付されなかった方院外処方せんを交付された方

I

3．000円

ベッド数が200床以上ある

病院で受診された方
5，000円 |（

医療機関に1，500円
薬局に1．500円

ベッド数が200床以上ある

病院で受診された方

それぞれ2．500円 ｝
定額制で徴収することを都道府県知事に届け出た診療所で受診された方

1日Soo円（月4回まで。薬局の負担なし）
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Ｉ
川
”
ｈ
ｌ
ｌ
Ｊ
型
１
劃
可
‐
玲
野

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
竺
唖
１
１
１
１

で
が
け
て
翌
鋤
峨
篤
驍
謬

影
蜜
せ
ん
か
懲
蟻
謬
雛
謹
蕊

（
箏
）
、
清
野
樹
盟
氏
（
尺
八
）

消
防
出
初
式

間
市
民
プ
ラ
ザ
冥
邑
２
１
１
１

日
１
月
Ｂ
旦
土
）
９
時
如
分
根
戸
っ
子
餅
つ
き
大
会

所
我
孫
子
中
学
校
校
庭

書
き
初
め
展

出
消
防
職
員
、
消
防
団
員
、
婦
人
日
１
月
喝
旦
土
而
時
～
ロ
時

防
火
ク
ラ
ブ
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
内
餅
つ
き
冠
時
ま
で
）
・
豚
汁

※
雨
天
…
市
民
会
館
で
式
典
の
み
（
無
料
）
、
書
き
初
め
展
、
ゲ
ー
ム

問
消
防
本
部
貧
群
）
０
１
１
９
所
・
問
根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー
壱

楽
し
く
遊
ぼ
う
（
理
５
３
６
３

１
学
校
週
５
日
制
関
連
行
事
～

久
寺
家
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

曰
毎
月
第
２
土
腿
Ｈ
９
時
”
分
～

皿
時
犯
分
（
参
加
無
料
）
日
・
所
１
月
幻
旦
日
両
時
～
応

◎
卓
球
で
汗
を
流
そ
う

時
、
久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ
ー
（
参
加

所
中
央
公
民
館
無
料
）

持
上
履
き
、
ラ
ケ
ッ
ト
（
あ
れ
ば
）
内
一
一
一
曲
演
奏
・
・
三
曲
協
会
、
講
演

◎
楽
し
く
遊
ぼ
う

「
手
賀
沼
の
烏
、
今
昔
」
…
杉
森
文

所
湖
北
地
区
公
民
館
夫
氏
（
山
階
鳥
類
研
究
所
広
報
室
長
）
、

内
折
り
紙
（
折
り
紙
、
ハ
サ
ミ
、
リ
ズ
ム
体
操
・
・
鈴
木
久
木
子
氏
、
落

の
り
持
参
）
、
お
は
な
し
会
、
語
り
、
語
：
一
・
遊
亭
と
ん
楽
氏

将
棋
、
オ
セ
ロ
問
同
セ
ン
タ
ー
實
刃
）
１
１
６
６

問
中
央
公
民
館
垂
（
顕
）
０
５
１
５
家
庭
婦
人
ダ
《
プ
ル
ス
卓
球
大
会

》
て
つ

プ
ラ
ザ
コ
ン
サ
ー
ト
５
拳
の
調
べ
５

日
２
月
１
川
禾
）
９
時
受
付

日
。
所
１
月
喝
且
土
泥
時
”
分
所
市
民
体
育
館

恭
器
器
恭

し
が
り
ょ
う
た

志
賀
椋
太
く
ん

｛
新
木
・
１
歳
２
カ
月
） ⑳

ろ熊

（
新
木
・
１
歳
３
カ
月
）

も
り
た
り
み
な

森
田
莉
実
菜
ち
ゃ
ん

熊
熊
熊
籠

種
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
ラ
ン
ク
別
ダ
ブ
ル
ス

定
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

費
一
組
１
０
０
０
円

申
ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
ラ
ン
ク
、

２
人
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

ク
ラ
ブ
名
を
明
記
し
、
１
月
、
日

（
水
・
必
蒜
）
ま
で
に
寿
２
の
７
の

１
滝
沢
不
二
子
實
聖
２
９
６
１

日
・
所
１
月
砕
日
（
日
）
９
時
如
分

～
応
時
、
根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー
（
入

場
無
料
）

※
会
員
も
募
集
中
で
す

問
庄
田
雲
鐇
）
３
２
４
５

日
・
所
１
月
幻
日
、
２
月
４
日
・

鴫
日
、
３
月
４
日
・
隔
日
（
日
）
、
時

～
ｎ
時
調
分
（
全
５
回
）
、
市
民
図

番
館
布
佐
分
館
（
参
加
無
料
）

内
利
根
川
の
変
遷
と
布
佐
の
水
害

仁
疹
些
卓
宇
墨
守

…
中
尾
正
己
氏
、
布
佐
の
教
育
風
土

．
：
伊
藤
純
郎
氏
、
柳
田
國
男
に
親
し

鶉
鶚
鶚
恭
熊

日
１
月
２
旦
火
）
、
３
旦
水
）
、

７
日
（
日
）
、
８
且
祝
）
、
時

所
金
子
卓
球
場
〈
市
役
所
近
く
）

費
１
５
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

申
電
話
で
金
子
餐
聖
３
３
９
４

手
章
宝
生
会
新
春
謡
曲
と
仕
舞
の
会

参
加
し
て

鋤
富
瞳
ん
か

公
民
館
講
座
「
布
佐
学
」

新
春
将
棋
大
会

熊
器
恭
恭

わ
た
べ
ゆ
う
し

渡
部
友
嗣
く
ん

（
高
野
山
・
１
歳
１
カ
月
）

一也

l’

､｜
瞳

M｡--

／け‐冤墨
日
２
月
型
旦
木
）
～
お
旦
旦
、

加
時
市
役
所
本
庁
正
面
玄
関
前
集
合

所
山
形
県
蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場

定
眠
歳
以
上
で
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
弱
人
葹
募
多
数
時
抽
選
）

費
３
万
円
〈
リ
フ
ト
・
昼
食
代
別
）

申
ハ
ガ
キ
に
ス
キ
ー
教
室
、
住
所
、

・
小
恥
叩
部
砿
か
睦

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
１
月
⑲
川
（
金
・
必
着
）

器
鶚
器
熊
熊

。

む
…
越
岡
禮
子
氏
、
明
治
以
降
の
農

す
い
つ

家
の
暮
ら
し
…
水
津
敦
子
氏
、
布
佐

地
区
の
文
化
の
息
吹
…
岡
田
照
行
氏

定
先
着
犯
人

申
１
月
７
旦
且
か
ら
電
話
で
中

央
公
民
館
愛
浬
）
０
５
１
５

コ
ー
ス
・
日
Ａ
１
月
晦
日
～
お
日
、

Ｂ
応
日
～
率
日
、
Ｃ
塑
日
～
２
月
８

日
、
Ｄ
如
日
～
２
月
９
日
、
い
ず
れ

も
平
日
５
日
間
、
、
時
～
遍
時

所
ジ
ャ
パ
ン
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
我
孫
子
北
口
駅
前
校

定
求
職
中
の
謁
歳
以
上
で
全
日
程

出
席
で
き
る
方
、
各
コ
ー
ス
、
人

（
応
募
多
数
時
抽
選
）

費
９
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
コ
ー
ス
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
魎

話
番
号
、
返
信
用
あ
て
先
を
明
記
し
、

１
月
９
日
（
火
・
必
着
）
ま
で
に
我

孫
子
１
８
５
８
市
役
所
商
工
観
光
課
・

内
線
５
０
４

就
職
を
応
援
す
る
バ
ソ
ヨ
墨
》
雪

市
民
ス
キ
ー
教
室

（
合
田
・
１
歳
３
カ
月
）

あ
ら
い
り
な

荒
井
里
菜
ち
ゃ
ん

１
個
■

「
Ｉ

日
・
所
１
月
８
旦
祝
）
受
付
．
：
加

時
如
分
～
ｎ
時
、
式
典
。
：
皿
時
～
ｎ

時
如
分
、
市
民
会
館

定
市
内
在
住
の
昭
和
壷
年
４
月
２
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プﾗザギｬﾗﾘー 入場無料 1月の日程(荒天中‘1卜） 佐
分
館

、時間

13:20～13:50

14:10～14:40

15:00～16:00

14:00～14:45

15:00～16:00

14:00～14:45

15:00～16:00

13:30～14:15

14:30～15:00

15:20～16:00

14:00～14:50

15:10～16:00

14:00～14:40

15:00～16:00

催し名。問い合わせ

第1回

モンステラアート油彩展

斎藤TEL(82)1424

曜日日場所

湖北地区公民館

水17中峠亀田谷公園

柴崎台4号公園

木↑8謬零者渠祉藍ﾀ員
金↑9獺灘縦
水]｡夛琴夏駕鷆拳曇

24台田池尻公園

木’｡’天王台東児童公園
25浅野谷3号公園

金'2根戸近隣センター
26つくし野4号公園東側入口

日時

5(金)~10(水)10:00~19:00

5日は14時から
10日は16時まで

13(土)~16(火）

10:00～18:00

TELTELTEL
～÷÷

898784
一ーー

131
3

灘1

1

水 17

木 18

硝子工房BLOOM

第1回生徒作品展
竹中TELO47(341)4084

ひら

21世紀を拓く陶炎展

※対象…4歳から9歳までの方

金 19

▼1月のミニギャラリー
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20(土)~24（水）
10:00～17:00

水

１
５

１
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２26(金)~30(火)10:00~17:30

26日は13時から
30日は15時まで

木

|蕊200，年画展
２
６

１
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２

朝鴻TEL(88)6060 金

日時…日、場所･･所、内容…内､種目…種、出席者・出演者など…出、対象・定員…定､持参…持、費用…費、申し込み…申、問い合わせ…問、主催・共催…主

－

場所

市民会館

布佐分館

湖北台分館

日時

18日(木）
16:00～16:30

1旧､25日（木）
16:00～16:30

12日(金）
16:00～16:20

場所

湖北台
分館

布佐
分館

作品

折り紙色紙（5点）

｢季節の花」

油絵（3点）

｢横浜港」「箱根芦の湖」
｢鎌倉鶴ケ岡八幡宮」

作 者

高垣多与子

中村美佐

伊原三一


